
不
妊
の
原
因

　
不
妊
の
原
因
は
複
雑
で
、
原
因

が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
最
初

に
受
診
す
る
の
が
女
性
で
あ
る
た

め
、
女
性
側
の
原
因
が
多
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
男
性
側

に
原
因
が
あ
る
場
合
も
同
程
度
あ

り
、
ほ
ぼ
１
対
１
の
割
合
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
男
性
の
不
妊

　
「
十
分
な
精
子
が
作
ら
れ
な
い
」

「
精
子
の
運
動
性
が
低
い
」
な
ど

の
造
精
機
能
障
害
が
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

◆
女
性
の
不
妊　

　
原
因
不
明
な
事
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

子
宮
内
膜
症
、
加
齢
に
よ
る
卵
子

の
問
題
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
排
卵
障
害
な
ど
も
増
え

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
多
い
原
因
は
「
卵
子
の
老

化
」
で
す
。
女
性
が
年
齢
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
体
で
起
こ
る
よ
う

な
老
化
現
象
が
卵
細
胞
に
も
起
こ

り
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
子
宮
や
卵
巣
な
ど
に
問
題

が
少
な
く
、
卵
細
胞
も
元
気
な
期

間
は
、
25
～
35
歳
前
後
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
月
経
が
あ
っ
て
も
、

35
歳
前
後
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
妊

娠
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
染

色
体
異
常
や
流
産
率
も
高
ま
り
ま

す
。

●不妊の原因は複雑
　男性側、女性側、あるいはその両方に原因がある場合があります。また、年齢
や夫婦の遺伝子の組み合わせなども関係しており、「男性と女性のどちらかが
原因である」というような簡単なものではありません。「なかなか妊娠しないな」
と思ったら、夫婦一緒に早めに不妊専門医を受診することをお勧めします。

～例えば、こんな原因があります～

  
不
妊
と
は

　　
生
殖
可
能
な
年
齢
の

男
女
が
妊
娠
を
希
望

し
、
あ
る
一
定
期
間
、

避
妊
す
る
こ
と
な
く
性

交
を
行
っ
て
い
て
も
、

妊
娠
し
な
い
場
合
を

不
妊
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
定
期
間
に

つ
い
て
は
、
現
在
で
は

１
年
と
い
う
の
が
一
般

的
で
す
。

精子の
運動性が低い

排卵が正常に
行われない

精子と卵子が
出会う卵管が
詰まっている

うまく出会っても
受精卵に
ならない

精子の数が
少ない、
または無い

精子がうまく
運ばれない

～地域で支える夫婦の選択～
子どもを「育む」
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